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毎日のように、世界のどこかで、交通事故によってこの本の表題

のような事態が起こっている。これらのニュースになるはずの出来

事のいずれもが、死亡例であろうとなかろうと、かくも「日常茶飯

事」になってしまったがゆえに、報道さえされなくなってしまった。

世界中では、交通事故によって毎日 3400人以上の人々が亡くなっ

ており、毎日万単位の人々が後遺症となる障害を負っている。これ

らの出来事が負傷の当事者とその家族・友人・地域社会にもたらし

ている悲惨さは計り知れない。 

 

 

 

はじめに 
 

  

 

1993年にイギリスで世界最初に交通事故犠牲者の日が行われ、以来、数々の国々のＮＧＯによって組織

されてきた。この記念日は、交通事故の犠牲者についての認識を広げ、それら犠牲者の愛する者たちが事故

以来、感情的にも実生活上でも多大な困難を抱えて必死に戦っているという惨状について知ってもらうこと

を目的として始められた。 

 

2005年10月26日に国連は、毎年11月の第3日曜日を「世界交通事故犠牲者の日」とすることを決議し

た。この記念日を実行することは、交通事故とその結果もたらされる事態・コスト・予防対策などに関する

公共の関心を高めるよい機会となるし、交通安全に関する政府や社会の責任を思い出させる機会にもなる。 

 

世界保健機関、ロードピース、欧州交通事故犠牲者連盟は、共同してこの「世界交通事故犠牲者の日：組

織者のための指針」を作成したが、これは、この記念日に個人や組織がイベントを企画したり関連した提言

を行ったりするのを組織者が促進できるようにすることを目的としている。地球規模の交通安全運動が世界

中の国々で行われることで、この記念日が力を持ち、目に見えるものとなるであろうことが期待されている。

この指針には、この記念日が提言を行うよい機会として広く認められることを保証するために多くのセクタ

ーが協同するための数々のヒントが書かれている。私たちは、交通事故やその後遺症に関係する全ての人々

が、自分たちが主張する提唱の足場として世界交通事故犠牲者の日を利用することを激励する。 
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